
 

研研研究究究発発発表表表会会会（（（分分分科科科会会会）））のののごごご案案案内内内   

● 日 時 平成２１年 ８月３日（月）  

午前９時３０分～午後４時３０分 （受付 ９時～） 

● 場 所 

埼玉県県民活動総合センター・小ホール等（伊奈町） 

● 内 容 

講 演 会 午前１０時～ 

研究発表会 午後 １時～ 

● 申込み  締切り ７月１７日（金） 

    こちらからも電子申請にてお申し込みいただけます。 

問い合わせ先：県立総合教育センター 企画・指導運営担当 ＴＥＬ：048(874)8131 

● 研究発表会（第１～８分科会）   

１ 読解力を育成する教科指導に係る調査研究（中学校） 

  今、「自らの目標を達成し、自らの知識と可能性を発達させ、効果的に社会に参加するために、

書かれたテキストを理解し、利用し、熟考する能力(PISA 型読解力)」が求められています。その

育成には、学校の教育活動全体の中で、教科等の枠を超えた共通理解と取組が重要です。そこで、

２年計画の完結となる昨年度は、中学校の各教科で調査研究を進めました。今回は、その中から、

理科、技術・家庭（前半の部）、国語、美術（後半の部）で研究成果を報告し、その授業の在り方

を具体的に提案します。 

 

２ 教科等で考える異校種間の連携の工夫に係る調査研究（小学校、中学校、高等学校） 

子どもたちに「確かな学力」を身に付けさせるためには、教科等で小中高１２年間を見通した系

統的な指導方法を確立することが重要です。そのためには、各校種の特性を踏まえた異校種間の連

携に基づく様々な工夫が必要になります。２年計画の完結に当たる昨年度は、算数・数学、理科、

音楽、図画工作・美術、美術・工芸、家庭、総合的な学習の時間で調査研究を進めました。今回は、

その中から、算数・数学、図画工作・美術、美術・工芸（前半の部）、理科、総合的な学習の時間

（後半の部）で研究成果を報告し、連携の工夫について提案します。 

 

３ 学校における緊急支援体制の確立に関する調査研究  

学校における事件・事故等の際心配される児童生徒の心的外傷後ストレス障害（ＰＴＳＤ）等を

予防し、健全な学校生活を維持していくために、危機対応の一連の流れの中に心的ケアを明確に位

置づけ、２年間にわたる研究を進めてまいりました。学校の視点から①学校運営正常化に向けての

緊急体制プログラム②児童生徒の心のケアのための心的ケアプログラム③保護者に安心感を与え

るためのプログラムとして３点にまとめたものを、活用できる資料等も含めて報告します。 

https://shinsei.pref.saitama.lg.jp/SKS/SKS/SKSApply.jsp?FormID=1234580904&Type=Temp


４ 特別支援学級の視点を生かした学級経営の在り方に関する調査研究  

小中学校、高等学校における特別支援教育の取組は、当初、特別な支援を必要とする児童生徒へ

の「個への支援」が中心でした。しかし、実践が進むにつれて、特別な支援を必要とする児童生徒

も含めた学級経営の工夫や授業改善が重要なことがあらためて認識されるようになりました。 
そこで、当センターでは「個への支援」と「支援を支える学級づくり」の両面から各校の課題や

取組について調査を行い、これからの学校に求められる学級経営の工夫についてポイントをまとめ

ました。 
 

５ 「親の学習」プログラムによる家庭教育支援の進め方の調査研究  

家庭教育は、教育の出発点であり人格形成の基盤を担うものです。この教育を充実したものにす

るためには、親は教育する内容を知り（知識）、教育の仕方を知り工夫（知恵）ことが大切であり、

子どもは「親となる準備」をし、親への理解を深めることが大切です。そこで、「家庭教育のあり

方」などについての意識調査を実施し、結果を分析しました。この調査をふまえ、効果的な「親の

学習」プログラムの実施方法を検討し、作成した実施計画、指導計画を紹介します。 

 

６ 情報教育推進担当による調査研究  

先進的技術を用いた、情報教育およびＩＣＴ活用を推進・発展するための調査・研究を行いまし

た。（対象：小・中・高・特）前半は、平成２０年度調査研究の全体概要と、デジタル教材（理科

ねっとわーく等）活用に関する研究、セマンティックコンピューティングの教育利用に関する研究

およびe-learningによる学習支援の研究について報告します。後半は、平成２０年度調査研究の

全体概要と、オープンソースを活用した学習モデルに関する研究（ロボットを活用した問題解決能

力の育成・ＣＭＳを活用した論理的思考力の育成）、ネットワーク活用モデル事業について報告し

ます。 

 

７ 農業を核とした持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）に関する調査研究  

「環境」「農業」「自然」をキーワードに、「持続可能な社会」の実現に向け、環境教育、食農教

育などを中心とした、高等学校における「持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）」実践プログラ

ムの研究開発を行いました。 
具体的には、「持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）」を学校教育に導入するための仕組み作り

についてのポイントをまとめるとともに、「農業を核とした持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）」

について研究協力校で実践した事例を紹介します。 
 

８ スポーツ研修センターにおける調査研究  

・「体育授業改善に向けた指導と評価に関する実践的研究」（学校体育担当） 

体育授業の改善に向けて、児童生徒の発達的特性を考慮し、ネット型ボールゲームの学習として

「プレルボール」の教材づくりとその有効性についての研究を報告します。 

・「健康・体力つくりのための運動プログラムに関する研究」１年次（生涯スポーツ・相談担当） 

高齢者がバランス能力を向上させるための運動プログラムを普及させることを目的とした２年

継続研究です。バランスアップ体操を基軸に調査研究を行いました。実際にバランススティックの

体験をしていただきながら報告します。 

 

 

※前半の部・後半の部に分け、同じ内容で２回実施します。ただし、「１」「２」「６」は、            

前半の部、後半の部で内容が異なります。参加申込みは、案内文書を御確認の上、所属長を 

  とおして県立総合教育センターまで。 


